
切り開く　返還への道　和平の扉

今月の表紙

北斗小学校運動会
　６月１８日、市内小学校の先陣を切り、北斗小
学校で運動会が行われました。荒天のため予定よ
り２日遅れての開催となりましたが、この日はこれ
以上ないほどのお天気。青空の下、練習の成果を
発揮しようと頑張る子どもたちに観客席からも大
きな歓声が沸き上がっていました。
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ユルリ島の魅力にせまる特集
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ユ
ル
リ
島 

の

　
　
　
　
魅
力 

に
せ
ま
る

希
少
な
動
植
物

　
ユ
ル
リ
島
は
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

に
北
海
道
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、

現
在
、
一
般
の
人
は
立
ち
入
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
島
は
国
内
有

数
の
北
方
系
海
鳥
の
繁
殖
地
で
あ
り
、
中

央
部
に
広
が
る
高
層
湿
原
に
は
、
貴
重
な

高
山
植
物
が
美
し
く
咲
き
誇
る
幻
想
的
な

世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

「
ユ
ル
リ
」
の
語
源
は
、
ア
イ
ヌ
語
で

「
鵜
の
い
る
所
」と
い
う
意
味
の「
ウ
リ
ル
」

が
変
化
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
島
が
国
指
定
の
鳥
獣
保
護
区
と
な
っ
て

い
て
、
周
囲
の
切
り
立
っ
た
崖
や
そ
の
上

に
は
多
く
の
海
鳥
が
集
団
で
営
巣
し
て
お

ユ
ル
リ
島
は
根
室
の
宝 ユ

ル
リ
島
の
歴
史

　

現
在
は
無
人
島
の
ユ
ル
リ
島
で
す
が
、

大
正
時
代
に
は
、養
狐
場
が
あ
っ
た
ほ
か
、

戦
時
中
に
は
塹ざ

ん
ご
う壕

（
歩
兵
が
砲
撃
や
銃
撃

か
ら
身
を
守
る
た
め
の
穴
や
溝
）
を
掘
る

た
め
に
兵
隊
が
駐
留
す
る
な
ど
、
人
が
住

ん
で
い
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
40
年
代
の
中
頃
ま
で
は
、

漁
師
が
島
に
住
み
、
周
辺
で
採
取
し
た
昆

布
を
ユ
ル
リ
島
に
揚
げ
る
な
ど
、
昆
布
漁

が
営
ま
れ
て
お
り
、
全
盛
期
に
は
７
戸
の

番
屋
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
馬
を
利
用
し
て
、
水
揚
げ
し

た
昆
布
を
浜
辺
か
ら
崖
の
上
ま
で
陸
揚
げ

す
る
な
ど
、
馬
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
労

働
力
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

　

エ
ン
ジ
ン
付
き
の
昆
布
漁
船
の
普
及
に

よ
り
、
昆
布
を
島
で
干
さ
ず
に
直
接
港
に

揚
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

昭
和
46
年
に
最
後
の
住
民
が
島
を
離
れ
ま

す
が
、
馬
た
ち
は
島
に
残
り
、
現
在
も
６

頭
の
馬
が
こ
の
島
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

ユ
ル
リ
島
の
馬
は
、
日
本
人
が
漁
業
の
労

働
力
と
し
て
馬
を
使
い
、
漁
業
と
馬
と
が

結
び
つ
い
て
い
た
頃
の
記
憶
を
今
に
残
す

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特集

り
、
そ
の
中
に
は
、
エ
ト
ピ
リ
カ
や
チ
シ

マ
ウ
ガ
ラ
ス
な
ど
希
少
な
海
鳥
の
姿
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
島
に
は
貴
重
な
植
生
が
多
く
残

り
、
北
海
道
で
は
根
室
に
し
か
な
い
植
物

で
あ
る
キ
ヨ
シ
ソ
ウ
を
は
じ
め
、
ト
キ
ソ

ウ
や
ヤ
チ
ラ
ン
な
ど
24
種
類
の
絶
滅
危
惧

種
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も

約
４
０
０
種
類
の
植
物
が
生
息
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
１
９
７
６
（
昭
和

51
）
年
に
は
北
海
道
自
然
環
境
保
全
地
域

に
、
２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
に
は
環
境 エトピリカ

トキソウ（花しのぶ会提供）

キヨシソウ（花しのぶ会提供）

落
石
地
区
の
沖
合
に
浮
か
ぶ
「
ユ
ル
リ
島
」
。

根
室
半
島
か
ら
わ
ず
か
2.5
㎞
し
か
離
れ
て
い
な
い
こ
の
島
の

こ
と
を
皆
さ
ん
は
ど
の
く
ら
い
ご
存
知
で
す
か
？

実
は
単
な
る
小
さ
な
無
人
島
で
は
な
い
の
で
す
。

今
月
は
こ
の
島
の
魅
力
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

省
か
ら
「
日
本
の
重
要
湿
地
５
０
０
」
に

選
ば
れ
て
い
ま
す
。
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    1849  年   　「北海道」の名付け親である松浦武四郎が国後

                      択捉島へ渡る際、ユルリ島で停泊する 

    明治初期　漁家約９戸がユルリ島でコンブ漁を始める

    1916 年      ユルリ島で銀狐の飼育が始まる

    大正末期　ユルリ島で馬の放牧が始まる（現在ユルリ島

　　　　　　に生息している馬は昭和 26 年以降に持ち込ま

　　　　　　れた馬の子孫とされる。）

    1951  年　 昆布漁の労力として馬が持ち込まれる 

    1960  年     ユルリ島灯台点灯 

    1963  年     ユルリ・モユルリ島が北海道の天然記念物に

　　　　　　指定される 

    1971  年     ユルリ島から人が去り無人島となる 

    1976  年     北海道自然環境保全地域に指定される 

    1982  年     鳥獣保護区に指定される 

    2001  年    「日本の重要湿地５００」に選ばれる

ユ
ル
リ
島
は
根
室
の
宝

根
室
の
魅
力
を
高
め
る

　

た
め
に

　

根
室
半
島
に
は
こ
の
ユ
ル
リ
島
以
外
に

も
、
誇
る
べ
き
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
産

業
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
ま
だ
ま
だ
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
今
一
度
考
え
、
学
ぶ
こ
と
が
根
室

の
魅
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

郷
土
に
誇
り
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。「
何
も
な
い
」

と
決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
何

か
を
探
し
て
み
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
特
集
で
紹
介
し
た
ユ
ル
リ
島

は
、
面
積
１
６
９
ha
ほ
ど
の
小
さ
な
島

で
す
が
、
冬
に
雪
が
少
な
く
、
夏
に
霧

が
多
い
冷
涼
な
ユ
ル
リ
島
の
湿
原
は
、

１
万
４
千
年
も
前
か
ら
形
成
が
始
ま
っ
た

と
い
わ
れ
、
全
国
的
に
も
希
少
な
動
植
物

が
多
く
生
息
す
る
根
室
の
貴
重
な
財
産
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

そ
の
財
産
を
守
り
、
後
世
に
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の

使
命
で
も
あ
り
ま
す
。
改
め
て
、
ユ
ル
リ

島
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
ユ
ル
リ
島

の
将
来
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
で
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

―
「
根
室
・
落
石
地
区
と
幻
の
島

ユ
ル
リ
を
考
え
る
会
」
と
は
？

　

落
石
地
区
の
景
観
そ
し
て
ユ
ル

リ
島
の
特
性
に
着
目
し
、
そ
の
魅

力
に
つ
い
て
考
え
、
発
信
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
会
で
す
。
自
分

が
所
属
し
て
い
る
中
小
企
業
家
同

友
会
で
は
、
地
域
全
体
の
こ
と
を

学
ぶ
研
修
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
過
去
に
写
真
家
の
岡

田
敦
さ
ん
を
講
師
に
ユ
ル
リ
島
に

関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
た
時
、

そ
の
反
響
が
大
変
大
き
く
、
そ
の

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
平
成

29
年
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

―
現
在
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

年
に
数
回
の
勉
強
会
を
開
催

し
、
ユ
ル
リ
島
を
含
め
た
落
石
地

根室・落石地区と
幻の島ユルリを考える会
会長　田嶋　靖照　さん

区
の
自
然
や
歴
史
に
つ
い
て
学

ぶ
と
と
も
に
、
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
に

島
に
渡
り
、
島
で
暮
ら
す
馬
の

様
子
を
確
認
す
る
な
ど
も
し
て

い
ま
す
。
７
月
に
は
会
員
だ
け

で
な
く
一
般
の
方
に
も
参
加
い

た
だ
き
、
ユ
ル
リ
島
が
見
え
る

浜
松
フ
ッ
ト
パ
ス
を
歩
く
勉
強

会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

―
市
民
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
　

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
根
室
が
持
っ
て
い
る
自
然
の

素
晴
ら
し
さ
、
歴
史
の
奥
深
さ

は
と
て
も
魅
力
的
な
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
で
す
が
住
ん
で
い

る
我
々
に
と
っ
て
は
そ
の
こ
と

が
日
常
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の

魅
力
に
気
が
付
い
て
い
な
い
人

が
多
く
い
ま
す
。
ぜ
ひ
足
元
に

あ
る
素
晴
ら
し
さ
に
気
づ
い
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
我
々
は
こ
れ
か
ら
も
勉

強
を
続
け
、
根
室
の
魅
力
を
発

信
し
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。

ユルリ島の歴史

現在もユルリ島で暮らす馬たち

ユルリ島に人が暮らしていた頃
（撮影：山本正実　提供：岡田敦写真事務所）
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後期高齢者医療制度

旧保険証
（桃色）

旧認定証
（水色）

 認定証とは？ 
　医療機関を受診した際の自己負担額は、世帯の所得によって
異なります。
　保険証と認定証を併せて医療機関へ提示すると、自己負担額
が減額されます。
　入院等の際は事前に市役所にて申請をお願いします。
　交付の対象となる方については、次ページでご確認ください。

新しい保険証は
              橙色 です

新しい認定証は
              黄緑色 です

問合先

からのお知らせ

北海道後期高齢者医療広域連合
〒 060-0062 札幌市中央区南２条西１４丁目 国保会館６階
☎０１１（２９０）５６０１番

市介護福祉課高齢者包括支援担当（１階１６番窓口）
☎（２３）６１１１番　内線２１７４・２１８３

保険証と認定証が新しくなります
　　　　　（限度額適用・標準負担額減額認定証）

保 険 証

認 定 証

新しい保険証が届きましたら、古い保険証
は破棄し、橙色の保険証をご使用ください。

（現在使用中の保険証は８月から使用できなくなります。）

新しい保険証は７月中に郵送します

新しい認定証が届きましたら、古い認定証
は破棄し、黄緑色の認定証をご使用ください。

（現在使用中の認定証は８月から使用できなくなります。）

8 月以降も引き続き交付の対象となる
方には、保険証と同封して郵送します



5　　広報ねむろ７月号

①保険証に記載されている負担割合が１割の方

②保険証に記載されている負担割合が３割の方

上記の区分Ⅰ、区分Ⅱに該当する場合、認定証の交付対象となりますので、市介護福祉課
高齢者包括支援担当（１６番窓口）まで申請してください。

一般

上記の現役Ⅰ、現役Ⅱに該当する場合、認定証の交付対象となりますので、市介護福祉課
高齢者包括支援担当（１６番窓口）まで申請してください。

認定証の交付対象となる方について
（限度額適用・標準負担額減額認定証）

区　　　　　　　　分
１ ヵ 月 の 自 己 負 担 限 度 額

外　　来
（個人単位）

外来＋入院
（ 世 帯 単 位 ）

住民税
非課税世帯

区分Ⅰ

世帯全員が市民税非課税で、
次のいずれかに該当する方

・世帯全員の所得が０円の方

　（公的年金収入のみの場合、

　その受給額が８０万円以下の方）

・老齢福祉年金を受給されている方

８，０００円

１５，０００円

区分Ⅱ
・世帯全員が市民税非課税で

  区分Ⅰに該当しない方
２４，６００円

（上記以外の１割負担の方）
※手続きはありません １８，０００円 ５７，６００円

区　　　　　　　　　分
１ ヵ 月 の 自 己 負 担 限 度 額

外　　来
（個人単位）

外来＋入院
（ 世 帯 単 位 ）

現役並み所得者

現役Ⅰ

・現役並みⅢ・Ⅱに該当
  しない３割負担の方、
 その方と同一世帯にい
 る被保険者の方

80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）× 1％

現役Ⅱ

・現役並みⅢに該当せ
  ず、住民税課税所得が
 ３８０万円以上の被保
 険者と、その方と同一
 世帯にいる被保険者の方

167,400 円＋（医療費－ 558,000 円）× 1％

現役Ⅲ

・住民税課税所得が 690
 万円以上の被保険者、
 その方と同一世帯にい
 る被保険者の方
※手続きはありません。

252,600 円＋（医療費－ 842,000 円）× 1％
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6/15　山本二三展 ～自然から学ぶ色彩の力～

山本二
にぞう

三の世界を直に見る

　「天空の城ラピュタ」や「火垂るの墓」などのスタ
ジオジブリ作品をはじめ、数々の名作アニメで美術監
督を務めた山本二三氏の作品展を総合文化会館で開催
しました。また６月 15 日には小・中・高生向けの制
作実演を行い、未来のアーティストを目指す 31 人の
子どもたちが参加しました。制作実演では、何色もの
絵の具を混ぜ合わせる様子や繊細な筆づかいがスク
リーンに映し出され、山本氏は解説をしながら、ファ
ンの間では「二三雲」と呼ばれている迫力ある独特な
雲を含めた朝焼けの風景画をほんの 30 分ほどで描き

みどり豊かな未来へ
5/26　第２５回根室市植樹祭

　最高気温が根室市の観測史上最高となる 34℃を記
録したこの日、市民の森で「厳しい自然環境、特に風
害から植樹した苗木を守る」をテーマに 25 回目の植
樹祭を開催しました。職場の仲間や子ども連れの家族
など、集まった約１５０人の市民の手によってエゾヤ
マザクラやヤマハンノキなど１１２本の苗木が植えら
れたほか、平成 24 年度に日本育桜会から寄贈いただ
いた桜の育樹活動を行いました。

Town News

中学生が１日看護師体験
6/9　ふれあい看護体験

　市立根室病院では、看護職を目指す小・中・高生を
対象に毎年「ふれあい看護体験」を開催しています。
この日は市内の中学生９人が参加。憧れの白衣に着替
えた後、病院内を見学したり、実際に入院患者の手や
足を洗うなどの看護体験を行いました。慣れない手つ
きながら、一生懸命看護に挑戦する姿を見て、患者さ
んは「将来はきっと優しい看護師さんになるね」と笑
顔で話していました。

あげ、会場を驚かせていました。
　実演後に行われた質疑応答で
は、「もののけ姫」制作にあたっ
てのエピソードや雲をよく見るた
めに台風前の飛行機に乗ったこと
など、なかなか聞くことのできな
い貴重な話が披露され、参加した
子どもたちは目を輝かせながらそ
の話に聞き入っていました。
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　日本一遅咲きのサクラとして根室市民の財産の一つ
となっているチシマザクラ。そのサクラを地域住民自
らの手で増やし守ることを目指し、苫小牧市在住の
金
か ね た ま さ ひ ろ

田正弘樹木医を招き講演会と実地演習を行いまし
た。参加者たちは花付きを良くするための肥料のあげ
方や枯れ枝の処理などを学び、積極的に講師へ質問を
していました。市民皆さんの力を合わせてチシマザク
ラを次の世代に残していきましょう！

市民の憩いの場を整備
6/4　「ひょうたん池」清掃整備 記念看板除幕式

　根室ロータリークラブが設立 60 周年記念事業とし
て１年がかりで行った根室公園の「ひょうたん池」の
環境整備が完了したことから、記念看板の除幕式が行
われました。汚泥を取り除き、川底を乾燥させるなど、
再生した「ひょうたん池」の周りには、現在、ライラッ
クやツツジなどの花が見ごろを迎えており、池を眺め
ながら、公園を散歩する市民などでにぎわいを見せて
いました。

根室のチシマザクラを学び考える
6/3　森林講座「チシマザクラを見つめ直す」

手話サークル　「根室手話の会」
もっと手話を身近な存在に

　「根室手話の会」は、手話に興味を持った健聴者の

方が集まり、手話を学び、手話を通して聴覚障がい者

との相互理解を深める活動をしています。定例会は毎

週１回、昼の部と夜の部に分かれて開催しており、福

祉会館で手話について学んています。

　同会は、手話は地域によって実際に使われる表現方

法が異なることから、テキストなどの資料で一般的な

手話を学ぶのではなく「根室市ろうあ会」に所属する

聴覚障がい者の方とともに活動し、地域のろうあ者の

方が実際に使っている生きた手話を学ぶことを大切に

していると言います。

　また、手話の学習以外にも健聴者と聴覚障がい者が

交流するクリスマス会を開催したり、「根室市ろうあ会」

の方たちとともに市主催の手話講習会で講師を務める

など、聴覚障がい者の方が住みやすい社会を目指し、

幅広い活動を行っています。

　会員は 30 代から 60 代の 19 名ですが、全員が女性で、

男性の入会は大歓迎とのこと。初心者からベテランま

でが、地域の聴覚障がい者の方と交流しながら、楽し

く手話を学んでいます。

☆問合せは根室市福祉会館（☎ 24-0381）まで
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生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

栄
養
教
室
を
実
施
し
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の

サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
栄
養
教
室
﹁
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
の
と
り
方
﹂
を

実
施
し
ま
す
。
日
々
の
食
生
活
に
お

け
る
減
塩
の
コ
ツ
や
油
と
上
手
に
付

き
合
う
方
法
な
ど
を
中
心
と
し
た
お

話
で
す
。

日　
７
月
30
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時

場　
総
合
文
化
会
館
第
３
講
座
室

対　
ど
な
た
で
も

内
容　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
食
生
活

改
善
の
講
話

申
込
期
限　
７
月
26
日
㈮

申
・
問　
市
保
健
課
健
康
推
進
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
１
８
・
２
１
３
１

年
に
１
度
「
特
定
健
診
（
無

料
）」
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
特
定
健
診
と
は
、
生
活
習
慣
病
に

な
る
前
の
段
階
で
リ
ス
ク
を
発
見

し
、
生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
で
予
防

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
健
診
で
す
。

　
今
の
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
自
覚
症
状
の
無
い
病
気

を
早
期
発
見
で
き
ま
す
。

　
あ
な
た
の
家
族
や
友
人
な
ど
大
切

な
人
に
も
声
を
か
け
、
ぜ
ひ
一
緒
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対　
受
診
時
点
で
40
歳
～
74
歳
の
根

室
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

料　
無
料

受
診
に
必
要
な
も
の　
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
、
特
定
健
康
診
査
受

診
券

問　
市
保
健
課
国
保
・
年
金
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
１
２
・
２
１
１
３

７
月
は
第
69
回
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
す

　
﹁
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
﹂
と

は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
無

い
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
を
築
く

た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

【
目
標
】

・
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心

な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
よ
う

・
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立

ち
直
り
を
支
え
よ
う

問　
﹁
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
﹂

根
室
市
推
進
委
員
会
事
務
局　
市
社

会
福
祉
課
社
会
援
護
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
７
６
・
２
１
７
８

ヒ
グ
マ
の
目
撃
情
報
が

相
次
い
で
い
ま
す

　　

６
月
17
日
現
在
、
ヒ
グ
マ
の
目

撃
情
報
が
19
件
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
な
い
た
め

に
も
、
目
撃
場
所
に
は
極
力
近
づ

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
や
む
を
得
ず
立
ち
入
る
場
合
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
市
が
発
信
し
て
い
る
﹁
ヒ
グ
マ
目

撃
情
報
﹂
を
よ
く
確
認
し
、
出
没
し

や
す
い
場
所
や
時
間
帯
（
朝
・
夕
）

の
入
林
は
避
け
、
単
独
で
行
動
し
な

い
よ
う
、
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
足
跡
等
の
痕
跡
が
な
い
か
常
に
ヒ

グ
マ
の
存
在
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

③
森
林
内
で
の
作
業
や
ハ
イ
キ
ン

グ
、
山
菜
採
り
な
ど
で
入
林
す
る
時

は
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携
帯
し
ま
し
ょ

う
。

④
見
通
し
の
悪
い
場
所
や
沢
沿
い
の

音
が
聞
き
取
り
に
く
い
場
所
で
は
声

を
出
す
、
手
を
叩
く
な
ど
し
て
自
分

の
存
在
を
ヒ
グ
マ
に
知
ら
せ
る
よ
う

に
し
、
出
会
い
が
し
ら
の
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
ヒ
グ
マ
を
目
撃
し
た
り
痕
跡
を
発

見
し
た
場
合
は
、
市
農
林
課
ま
た
は

根
室
警
察
署
へ
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

問　
市
農
林
課
林
務
・
自
然
保
護
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
２
６
７

「
登
録
統
計
調
査
員
」
を
募
集

　
市
で
は
、
各
統
計
調
査
に
従
事
す

る
登
録
統
計
調
査
員
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
調
査
員
の
主
な
業
務
は
、
国
な
ど

が
実
施
す
る
調
査
に
お
い
て
調
査
世

帯
を
訪
問
し
、
調
査
票
の
配
布
・
回

収
ま
た
は
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
こ

と
で
す
。
年
間
を
通
し
て
フ
ル
タ
イ

ム
で
従
事
す
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
で
も

調
査
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

統
計
調
査
員
の
身
分　
国
や
都
道
府

県
な
ど
か
ら
の
任
命
に
よ
り
、
非
常

勤
の
国
家
公
務
員
ま
た
は
非
常
勤
の

地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。（
守
秘

義
務
が
あ
り
ま
す
）

報
酬　
調
査
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
報

酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
国
が
実
施
す
る
統
計
調
査
は
年
度

に
よ
っ
て
規
模
や
内
容
に
ば
ら
つ
き

が
あ
り
、
決
め
ら
れ
た
期
間
で
の
調

査
と
な
る
た
め
、
生
計
を
維
持
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

登
録
方
法　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
手
引
き
﹁
統
計
調
査
員
へ
の
登

録
﹂
を
ご
覧
の
う
え
、
登
録
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
手
引
き
お

よ
び
申
請
書
は
、
市
役
所
３
階
統
計

担
当
で
お
受
け
取
り
に
な
る
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
の
調
査
員　
令
和
２
年
国

勢
調
査
で
従
事
し
て
い
た
だ
け
る
方

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　
市
情
報
管
理
課
統

計
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
３
５
６

ポイント付与… ねむろポイントカード行政 pt 対象事業　 ねむろわんぱくチャレンジ対象事業

市フェイスブックでは、
情報を随時更新して
います！
https://www.facebook.com/
nemurocity/

インフォメーション
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釧
根
地
区
公
民
館
「
絵
手

紙
」
移
動
展
を
開
催
し
ま
す

　
釧
根
地
区
の
市
町
村
公
民
館
に
お

い
て
絵
手
紙
の
創
作
活
動
に
励
ん
で

い
る
方
々
の
作
品
を
発
表
す
る
﹁
絵

手
紙
﹂
移
動
展
を
開
催
し
ま
す
。
市

内
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
作

品
も
多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
７
月
24
日
㈬
～
28
日
㈰
９
時
～

19
時 

場　
総
合
文
化
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
・
コ
リ
ド
ー
ル

料　
無
料

問　
市
総
合
文
化
会
館
事
業
担
当

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

夏
休
み
短
期
水
泳
教
室
を
開

催
し
ま
す

日　
（
Ａ
コ
ー
ス
）
７
月
30
日
㈫
～

８
月
２
日
㈮
／
（
Ｂ
コ
ー
ス
）
８
月

６
日
㈫
～
９
日
㈮

料　
無
料

対　
水
泳
ク
ラ
ブ
な
ど
に
所
属
し
て

い
な
い
小
学
生

※
一
度
受
講
し
た
方
も
再
受
講
で

き
、
両
コ
ー
ス
へ
の
申
し
込
み
も
可

能
で
す
。

場　
温
水
プ
ー
ル

教
室
内
容　
低
学
年（
１
～
３
年
生
）

背
泳
ぎ
／
高
学
年
（
４
～
６
年
生
）

ク
ロ
ー
ル

定　
各
15
名

申
込
期
間　
７
月
９
日
㈫
～
23
日
㈫

申
込
方
法　
温
水
プ
ー
ル
受
付
で
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
市
温
水
プ
ー
ル

☎
（
２
２
）
３
５
４
３
番

「
第
32
回
根
室
管
内
民
謡
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す

　
根
室
管
内
の
民
謡
愛
好
者
・
民
謡

活
動
の
振
興
に
励
ん
で
い
る
皆
さ
ん

が
発
表
す
る
﹁
第
32
回
根
室
管
内
民

謡
の
つ
ど
い
﹂
が
今
年
度
は
根
室
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

日　
７
月
21
日
㈰
開
演
12
時
30
分

場　
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
市
総
合
文
化
会
館
事
業
担
当

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
会
」
を
開
催
し
ま
す

　
根
室
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

地
震
や
水
害
な
ど
の
災
害
時
に
未
経

験
者
が
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
活
動
に
お
け
る
知
識
を
身
に

つ
け
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
７
月
23
日
㈫
18
時
30
分
～
20
時

30
分

場　
福
祉
会
館
大
会
議
室

料　
無
料

対　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の

あ
る
方

定　
15
名
程
度

申
込
方
法　
根
室
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
根
室
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
２
４
）
０
３
８
１
番

「
希
望
の
家
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
す

　
今
年
で
８
回
目
と
な
る
﹁
希
望
の

家
ま
つ
り
﹂
を
開
催
し
ま
す
。

　
飲
食・製
品・不
用
品
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
、
無
料
で
出
来
る
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
す
ず
ら

ん
学
園
の
椎
茸
・
卵
販
売
や
チ
ェ

リ
ッ
シ
ュ
の
出
店
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
通
所
生
に
よ
る
よ
さ
こ
い
の
演
舞

や
Ｏ
ｕ
ｒ
Ｂ
ｅ
ａ
ｔ
に
よ
る
ダ
ン
ス

披
露
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日　
７
月
27
日
㈯
10
時
～
13
時
30
分

場　
希
望
の
家
施
設
内

問　
希
望
の
家

☎
（
２
４
）
３
９
３
４
番

自
衛
官
候
補
生
な
ど
を
募
集

　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
候
補
生
な

ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

種
目
、
試
験
日
お
よ
び
試
験
会
場

●
自
衛
官
候
補
生（
陸
海
空
自
衛
官
）

（
男
子
）
９
月
26
日
㈭
、
９
月
27
日
㈮

（
女
子
）
９
月
28
日
㈯
／
釧
路
駐
屯
地

●
一
般
曹
候
補
生（
陸
海
空
自
衛
官
）

９
月
20
日
㈮
／
根
室
分
屯
基
地

●
航
空
学
生（
海
空
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
）

９
月
16
日
㈪
／
釧
路
市
内

●
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

（
看
護
師
・
保
健
師
養
成
）

10
月
19
日
㈯
／
釧
路
市
内

●
防
衛
大
学
校
学
生
（
陸
海
空
幹
部

自
衛
官
養
成
）

11
月
９
日
㈯
、
10
日
㈰
（
２
日
間
）

／
釧
路
市
内

●
防
衛
医
科
大
学
校
医
科
学
生
（
医

師
養
成
）

10
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰
（
２
日
間
）

／
釧
路
市
内

身
分　
特
別
職
国
家
公
務
員

※
受
付
期
間
、
応
募
資
格
お
よ
び
年

齢
計
算
期
日
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
衛
官
候
補
生

（
男
子
・
女
子
）
に
つ
い
て
は
、
通

年
募
集
し
て
い
ま
す
。

問　
自
衛
隊
根
室
地
域
事
務
所

☎
（
２
４
）
３
６
５
１
番

日…日時　場…場所　対…対象　料…料金　定…定員　申…申込先　問…問い合わせ先　☎…電話番号　内…内線記号の説明

介護保険料が改定されます。
　本年 10 月の消費税率引き上げによる低所得
者の保険料軽減強化を図るため、次の表に該当
する方の保険料を改定します。

※年金から天引きされる方については、　10 月から調整されます。
問合先　市介護福祉課介護保険担当　☎（23）6111 番　内線 2184・2116

所得段階
保 険 料  （年額）

対　　　　象　　　　者
改 定 前 改 定 後

第１段階 23,200 円 19,300 円 生活保護受給者および世帯全員が市民税非課税の老齢福祉年金受給者、世帯全員
が市民税非課税かつ本人年金収入等 80 万円以下の方

第２段階 32,500 円 29,100 円 世帯全員が市民税非課税かつ本人年金収入等 80 万円超 120 万円以下の方

第３段階 38,700 円 37,400 円 世帯全員が市民税非課税かつ本人年金収入等 120 万円を超える方
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「
海
上
保
安
大
学
校
」「
海
上

保
安
学
校
」
の
受
験
者
募
集

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
令
和
２
年
４

月
期
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募
集
し

ま
す
。

　
学
校
は
、
入
学
金
、
授
業
料
が
一

切
不
要
で
、
学
生
は
入
学
と
同
時
に

国
家
公
務
員
と
し
て
の
身
分
が
与
え

ら
れ
、
毎
月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

●
海
上
保
安
大
学
校

一
次
試
験
日　
10
月
26
日
㈯
、
27
日

㈰受
付
期
間　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

８
月
22
日
㈭
～
９
月
２
日
㈪
／
（
郵

送
・
持
参
）
８
月
22
日
㈭
～
26
日
㈪

●
海
上
保
安
学
校

一
次
試
験
日　
９
月
22
日
㈰

受
付
期
間　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

７
月
16
日
㈫
～
25
日
㈭
／
（
郵
送
・

持
参
）
７
月
16
日
㈫
～
18
日
㈭

※
各
試
験
の
受
験
資
格
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
根
室
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
（
２
４
）
４
１
８
３
番

海
の
夏
季
安
全
推
進
活
動

を
実
施
し
ま
す

　

根
室
海
上
保
安
部
で
は
７
月
１

日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
﹁
海
の
夏

季
安
全
推
進
活
動
﹂
を
実
施
し
ま

す
。
夏
は
釣
り
に
行
く
方
も
多
く

な
り
ま
す
が
、
釣
り
を
す
る
際
に

は
、
足
を
滑
ら
せ
海
中
転
落
と
い

う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
周

り
の
状
況
を
確
認
し
十
分
に
注
意

す
る
と
と
も
に
、
気
象
の
把
握
、

複
数
で
の
行
動
を
心
が
け
、
安
全

な
釣
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
小
型
船
舶
を
運
航
さ
れ

る
方
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

着
用
と
と
も
に
機
関
・
船
体
の
発

航
前
点
検
、
運
航
中
の
常
時
適
切

な
見
張
り
を
行
い
、
万
一
の
た
め

の
連
絡
体
制
の
確
保
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
自
己
救
命
策
３
つ
の
基
本
】

①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

②
携
帯
電
話
な
ど
の
連
絡
手
段
の
確
保

③
海
の
﹁
も
し
も
﹂
は
１
１
８
番

問　
根
室
海
上
保
安
部
交
通
課

☎
（
２
４
）
３
３
５
４
番

北
海
道
警
察
官
を
募
集

　

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験
の
受

験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
広
い

フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
し
ま
せ
ん
か
？

採
用
予
定
人
数　
Ａ
区
分
（
大
卒
程

度
）
40
名
程
度
（
男
性
30
名
、
女

性
10
名
）
／
Ｂ
区
分
（
高
卒
程
度
）

1
6
0
名
程
度（
男
性
1
1
5
名
、

女
性
45
名
）

受
付
締
切　
８
月
20
日
㈫

一
次
試
験
日　
９
月
16
日
㈪

場　
根
室
警
察
署

申
・
問　
根
室
警
察
署
警
務
係

☎
（
２
４
）
０
１
１
０
番

女
性
の
た
め
の
な
ん
で
も

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
根
室
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
は
、

相
談
者
を
女
性
に
限
定
し
た
﹁
女

性
の
た
め
の
な
ん
で
も
相
談
所
﹂

を
開
設
し
ま
す
。

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
や
差
別
待
遇

な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
の

ほ
か
、
日
常
生
活
で
の
様
々
な
悩

み
ご
と
や
困
り
ご
と
に
女
性
の
人

権
擁
護
委
員
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
、
相
談
内
容
に

つ
い
て
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
。
ど
の
町
の
方
で
も
相
談
で
き

ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
７
月
21
日
㈰
13
時
～
16
時

場　
別
海
町
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館

問　
根
室
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
（
２
３
）
４
８
７
４
番

℡（２４）０１１９番 災害発生・被害の恐れのある場合や、普段の生活で不安に思うことなどの相談を
24時間受け付けます。

消防・災害相談ダイヤル
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根
室
市
史
編
さ
ん
員    

小こ
さ
か
い

坂
井 

歓か
ん
こ
う厚

問
市
図
書
館     （
二
三
）五
九
七
四 

番

　

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
60
年
前
の
昭
和
34
年
７
月
１
日
、

北
斗
小
学
校
で
「
完
全
給
食
」が
始
ま
っ
た
。そ
れ
ま

で
も
給
食
は
出
さ
れ
て
い
た
が
、美
味
と
は
言
い
か
ね

る
脱
脂
粉
乳
が
飲
み
物
と
し
て
出
さ
れ
る
か
、お
い
も

と
サ
ン
マ
の
ぶ
つ
切
り
が
入
っ
た
味
噌
汁
が
出
る
程

度
の
も
の
だ
っ
た
。

　

花
咲
小
学
校
で
の
完
全
給
食
は
そ
れ
よ
り
３
年
も

あ
と
の
昭
和
37
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
て
、北
斗
小
学
校

は
管
内
で
は
断
ト
ツ
に
早
か
っ
た
。家
庭
の
事
情
で
お

弁
当
を
持
っ
て
こ
れ
ず
、体
格
の
劣
る
児
童
が
多
い
こ

と
に
心
を
痛
め
て
い
た
当
時
の
住
山
昇
二
郎
校
長
が

各
方
面
に
強
力
に
働
き
か
け
て
実
現
し
た
の
だ
っ
た
。

　

給
食
に
必
要
な
設
備
は
整
っ
た
も
の
の
、調
理
人
は

わ
ず
か
４
人
。こ
の
人
数
で
二
千
人
を
超
え
る
児
童
の

食
事
を
作
る
こ
と
は
と
う
て
い
不
可
能
で
、児
童
の
母

親
た
ち
に
応
援
し
て
も
ら
い
、な
ん
と
か
し
の
ぐ
と
い

う
毎
日
だ
っ
た
。

　

給
食
費
の
一
食
当
た
り
予
算
は
17
円
。こ
の
金
額
で

栄
養
価
の
高
い
食
事
を
提
供
す
る
の
は
至
難
の
わ
ざ

で
、お
魚
は
地
元
の
漁
業
組
合
か
ら
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
な

ど
の
野
菜
は
中
標
津
農
協
か
ら
安
く
仕
入
れ
て
や
り

く
り
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
頃
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
。

子
供
た
ち
が
競
っ
て
お
か
わ
り
す
る
の
で
、多
め
に

作
っ
て
も
、お
鍋
が
空
っ
ぽ
で
返
っ
て
き
て
、片
付
け

が
楽
だ
っ
た
そ
う
だ
。

北
斗
小
で
完
全
給
食
が
始
ま
っ
た

問 市歴史と自然の資料館　☎（25）3661 番

学芸員
猪熊　樹人

ク
マ
意
匠
骨
器

写真１：クマ意匠骨器

ｃ

ｂ

ａ

写真２：弁天島でみつかった骨塚

平
成
29
年
２
月
に
根
室
市
内
で
考
古
学
、

民
族
学
、
古
地
図
研
究
を
さ
れ
て
こ
ら

れ
た
北
構
保
男
氏
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

発
掘
や
収
集
に
よ
る
考
古
資
料
を
寄
贈

頂
き
ま
し
た
。
寄
贈
資
料
は
13
万
点
以

上
に
の
ぼ
り
、
根
室
市
内
で
発
掘
さ
れ

た
６
～
９
世
紀
を
中
心
と
す
る
オ
ホ
ー

ツ
ク
文
化
の
資
料
が
多
く
を
占
め
て
い

ま
す
。
資
料
的
価
値
の
高
い
も
の
が
多

い
た
め
学
芸
員
日
誌
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
資
料
は
ク
マ
の
彫
像

で
す
。
写
真
１
の
ａ
、
ｂ
は
ク
マ
の
座

像
で
ネ
ズ
ミ
ザ
メ
の
口
周
辺
の
骨
を
利

用
し
た
も
の
で
す
。
ａ
は
高
さ
5.6
㎝
で

頭
が
欠
損
し
て
い
ま
す
が
、
手
足
の
表

現
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ｂ
は
高
さ
5.3

㎝
で
左
足
が
欠
損
し
て
い
ま
す
が
、
ほ

ぼ
全
身
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ｃ
は
鹿
角

で
作
ら
れ
た
ク
マ
の
頭
部
の
彫
物
で
、

高
さ
4.2
㎝
。
儀
礼
の
と
き
に
用
い
ら
れ

る
武
具
で
あ
る
儀
仗
や
指
揮
棒
の
一
部

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
住
居
の
中
か
ら

は
、
骨
塚
と
よ
ば
れ
る
ク
マ
骨
や
海
獣

骨
で
組
ま
れ
た
祭
壇
状
の
遺
構
が
見
つ

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
写
真
２
）。
こ

の
遺
構
は
動
物
儀
礼
に
関
係
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
祭
壇
に
ク
マ
の

頭
部
が
並
べ
ら
れ
る
な
ど
、
ク
マ
は
動

物
儀
礼
の
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま

し
た
。
北
海
道
で
は
ク
マ
意
匠
の
遺
物

が
縄
文
時
代
か
ら
出
土
し
ま
す
が
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
文
化
は
特
に
数
も
多
く
、
造

形
が
精せ
い
ち緻

で
、
ク
マ
へ
の
深
い
畏い
け
い敬

の

念
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
ク
マ
の
彫
像
も

そ
の
あ
ら
わ
れ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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子育て支援

●市民相談
会・問　市市民相談室
☎（23）6111番（内線2441）
●消費生活相談　
会・問　市消費生活センター
☎（24）9065番
●法律相談【要予約】
無料法律相談
7月18日㈭10時～16時
会　市役所地下和室
問　市市民相談室
☎（23）6111番（内線2441）
釧路弁護士会法律相談【要予約】
7月4日㈭、8月8日㈭
14時～17時
会　総合文化会館第一講座室
問　釧路弁護士会
☎　0154（41）3444番
※有料（一人30分以内・5,000円）

●行政相談【要予約】
7月3日㈬・17日㈬
13時～15時30分
会　市役所地下和室
問　総務省行政相談委員
☎ 伊藤（24）5656番・伊澤（27）2288番
●釧路年金事務所相談【要予約】
7月30日㈫13時～17時
7月31日㈬９時～14時
会　総合文化会館第二講座室
問　釧路年金事務所
☎0154（61）6000番
●お酒でお悩みの方相談
7月19日㈮13時30分～15時30分
会　市役所地下和室
問　市保健課健康推進担当
☎（23）6111番（内線2118・2131）
●健康・栄養・禁煙相談	 	
●不妊・不育・妊娠・出産相談　
会・問　市保健課健康推進担当
☎（23）6111番（内線2118・2131）

●教育相談
子ども教育相談 10時～16時
問　市教委青少年相談室
☎（23）2859番
育ちと学びの相談「りんくす」
問　市教委育ちと学びの相談室
☎（23）6111番（内線2416）
●障がい者就業相談【要予約】
7月4日㈭・25日㈭
11時～14時30分
会　総合文化会館第三講座室
問　市社会福祉課福祉担当
☎（23）6111番（内線2165・2172）
●女性の健康相談
7月3日㈬、8月7日㈬10時～16時
問　根室保健所　☎（23）5161番
●こころの健康相談
●肝炎ウイルス検査・ＨＩＶ抗体
　検査・ＨＴＬＶ－１抗体検査
問　根室保健所　☎（23）5161番

各種相談窓口

市役所の健診・健康相談・離乳食教室　問 市保健課健康推進担当　℡（23）6111 番（内線2118・2131）　

４カ月児健診 7月3日㈬、8月7日㈬ 13時30分～14時 会場：児童デイサービスセンター

７カ月児健康相談 7月9日㈫、8月6日㈫ 13時30分～14時 会場：図書館２階 集会室

ファーストバースデイ
すくすく健康相談 7月10日㈬、8月14㈬ 13時15分～13時30分 会場：6月 児童デイサービスセンター

　　 7月 図書館

１歳６カ月児健診 7月11日㈭、8月15日㈭ 12時～12時30分 会場：児童デイサービスセンター

３歳児健診 7月4日㈭、8月8日㈭ 12時～12時30分 会場：児童デイサービスセンター

離乳食教室 7月5日㈮、8月9日㈮ 13時30分～14時 会場：総合文化会館 実習室

子育て相談所「ぶらんこ」　問 まつもと保育所２階　℡（24）3482 番 　

育児相談 月曜日～金曜日
土曜日

9時～17時
9時～11時30分

電話または直接、子育ての不安や悩
みなどの相談を受け付けています。

一時保育
対象年齢：平成31年４月１日現在
満１歳以上

月曜日～金曜日 8時30分～17時
会場：まつもと保育所

一時的に保育が困難となるお子様
をお預かりします。【要予約】

ピヨピヨルーム 
５カ月～１歳５カ月までの親子 毎週火曜日 9時40分～11時30分 会場：まつもと保育所２階 ぶらんこ

遊びを通して交流を深め、子育てに
ついて学びあえる場です。【要予約】
ピヨピヨルーム・ふれあいルームは
随時参加者を募集しています。

ふれあいルーム
１歳６カ月～就学前の親子

毎週木曜日 9時40分～11時30分
7月25日㈭ 10時50分から
保健師によるミニ講座 「トイレトレーニングについて」

移動ふれあいルーム
１歳６カ月～就学前の親子 7月10日㈬ 10時～11時30分 会場：青少年センター

親子とも上靴を持参してください。
つどいの広場「クルクル」　問 明治交番横道営住宅１階　℡（24）9696 番

つどいの広場「クルクル」
０～３歳までの親子 月曜日～金曜日  10時～15時

 ※12時～13時は閉館

親子が自由に遊び、交流を深める場
です。子育ての不安や悩みなどの相
談も受け付けています。
※初めて利用される方は登録が必
要です。

保育所開放 　問 まつもと保育所 ℡（23）5821 番、こまば保育所 ℡（24）3693 番、落石保育所 ℡（27）2518 番

保育所開放
対象年齢：６カ月～６歳
※落石保育所は３歳～６歳

7月10日㈬、8月14日㈬ 10時～11時

会場：まつもと保育所・こまば保育所・
落石保育所

保育所を開放し、親子で遊べる場を
提供します。希望する保育所にお問
い合わせください。

検診・健康相談・離乳食教室はねむろポイントカード
行政 pt 対象事業です。
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病院ガイド
市立根室病院  ☎（24）3201 番

受付時間 月 火 水 木 金

内科（予約のない方）

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○ ○ ○ ○

小児科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

外科 ★ 7 月より午後外来診療を開始します。（毎週火曜日のみ）

8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

 13:30 ～15:00 ○

乳腺外来（乳がん検診）7月9 日㈫・26 日㈮ ※要予約
心臓血管外来　7 月16 日㈫
整形外科 ★リハビリは8時30分～15時までの受付です。
 8:30 ～10:00 ○ ○ ○ 専門外来 ○

膝・リウマチ外来　7 月 4 日㈭・18 日㈭
肩関節外来　7 月25 日㈭
※外来休診日　7 月11日㈭・26 日㈮
産婦人科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○ ○

眼科

 8:30 ～11:00 ○ ○ 休診 ○ ○

泌尿器科

 8:30 ～11:00 ○

13:30 ～15:00 ○

皮膚科　★木曜日は10時30分までの受付です

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○
10:30まで

13:30 ～15:00 ○ ○ ○

※初診の方は現在使用中の内服薬・軟膏（市販薬含む）を
必ずご持参ください。

耳鼻咽喉科

 8:30 ～11:00 ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

脳神経外科 ★入院治療については取り扱っていません。
 8:30 ～11:00 ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

熱
中
症
と
は
？

　

か
ら
だ
が
蒸
し
暑
さ
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
で
、

体
温
が
上
が
り
、
脱
水
状
態
に
な
る
こ
と
で
全
身

に
様
々
な
異
常
を
生
じ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。（
め

ま
い
や
頭
痛
、
か
ら
だ
の
だ
る
さ
な
ど
）

こ
ん
な
時
は
熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

熱
中
症
の
な
り
や
す
さ
は
気
温
や
湿
度
、
か
ら

だ
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
る
か
が
影
響
し
ま
す
。「
気

温
が
高
い
」「
湿
度
が
高
い
」「
急
に
暑
く
な
っ
た
」

と
い
う
日
は
特
に
危
険
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
持
病
が
あ
る
人
、

夏
バ
テ
気
味
な
ど
体
調
が
悪
い
人
は
熱
中
症
に
な

り
や
す
い
た
め
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
外
出
時
に
は
直
射
日
光
を
避
け
、
締
め
付
け
の

   

少
な
い
涼
し
い
服
装
を
心
掛
け
る
。

・
運
動
や
作
業
は
無
理
を
せ
ず
、
こ
ま
め
に
休
息

   

し
、
水
分
や
塩
分
を
補
給
す
る
。

・
室
内
は
温
度
と
湿
度
に
注
意
し
、
室
温
の
上
昇

   

を
防
ぐ
。

・
夜
間
も
室
温
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に
調
節
し
、

   

寝
る
前
も
忘
れ
ず
水
分
補
給
す
る
。

水
分
を
と
る
目
安
は
？

　

1
日
に
必
要
な
水
分
量
の
目
安
は
体
重
60
㎏
の
人

で
、
1.2
ℓ
（
コ
ッ
プ
６
杯
分
）
で
す
。
た
く
さ
ん

汗
を
か
い
た
と
き
は
、
塩
あ
め
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
な
ど
で
塩
分
も
忘
れ
ず
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
？

・
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣
服
を
緩
め
る
。

・
水
分
、
塩
分
を
補
給
す
る
。

・
か
ら
だ
を
冷
や
す
（
特
に
首
の
ま
わ
り
、
わ
き

   

の
下
、
足
の
付
け
根
を
冷
や
す
）。

熱
中
症
に
注
意
し
て
、
元
気
に
楽
し
い
夏
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
！

月 火 水 木 金

内
科
専
門
外
来
（
予
約
の
方
）

★午前は 8:30～11:00、午後は13:30～15:00 に受け付けています。

消化器内科 ○
（午後のみ）

○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

循環器内科 ○ ○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

呼吸器内科 ○
（偶数週のみ）

○
（偶数週のみ）

○

血液外来 ○
（午前のみ）

○
（午後のみ）

○
（午後のみ）

不整脈外来 ○
（毎月第 1 週）

小
児
科
予
防
接
種
等

７歳未満 ○
13:30~14:00

○
13:30~14:00

７歳以上 ○
15:00~16:00

○
15:00~16:00

乳児検診 ○
13:30~14:00

慢性疾患 ○
14:00~15:30

○
14:00~15:30

★７歳未満のＢＣＧ、ロタワクチン、二種混合ワクチン、Ｂ型肝炎は要
予約で、それ以外の予防接種は予約不要です。

★７歳以上の予防接種は事前にお問い合わせください。

※病院受診の際は、必ず「お薬手帳」をお持ちください。
※予防接種のご予約・お問い合わせは、午後からとなります。
※夜間救急外来は現在休診しています。平日の時間内受診にご協力くだ

さい。

日曜当番

　やむを得ない事情により対応できないこともありますので、事前に医療機
関へ症状などを連絡の上、受診してください。なお、当日急に診療できない
場合はほかの医療機関を紹介します。

7月21日 岡田医院 
☎（24）2651番 7月28日 道東勤医協ねむろ医院

☎（22）2563番

8月4日 トキワ医院
☎（24）3221番

※7月7日、14日、8月11日の日曜
当番はお休みです。

※二次救急指定医療機関として、市立根室病院が救急診療を行っています。
　（上記以外の土日、祝日、夜間の診療については、かかりつけ病院（医院）

へお問い合わせください。）

熱
中
症
に
ご
注
意
！

保
健
師　

華
園　

愛
加

問  

市
保
健
課
健
康
推
進
担
当

　

  

℡
（
２
３
）6
1
1
1
番
（
内
線
2
1
1
8
）

保健
だより



格
を
、
翌
年
に
は
全
日
本
軟
式
野
球
連

盟
の
１
級
公
認
格
資
格
を
取
得
。
審
判

員
の
世
界
に
ど
ん
ど
ん
の
め
り
込
ん
で

い
き
ま
し
た
。

　

市
内
の
大
会
だ
け
で
は
な
く
全
道
、

全
国
大
会
な
ど
、
こ
れ
ま
で
三
千
試
合

以
上
の
審
判
を
努
め
て
き
た
酒
井
さ
ん

で
す
が
、
完
璧
に
で
き
た
と
思
え
る
試

合
は
こ
れ
ま
で
一
度
も
な
い
そ
う
で
、

本
当
に
審
判
の
難
し
さ
と
奥
深
さ
を
感

じ
る
と
言
い
ま
す
。

　
酒
井
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
審
判
を

続
け
る
た
め
に
健
康
管
理
に
気
を
使

い
、
野
球
規
則
の
勉
強
も
し
て
い
る
そ

う
で
す
。喜
寿
を
迎
え
て
も
な
お
、日
々

の
努
力
を
怠
る
こ
と
の
な
い
そ
の
姿
か

ら
は
、
一
つ
の
判
定
が
勝
負
の
明
暗
を

分
け
る
審
判
と
い
う
大
切
な
仕
事
に
対

す
る
酒
井
さ
ん
の
熱
い
思
い
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

公正で正確なジャッジを心がけ
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さん酒
さ か

　井
い

　　信
の ぶ

　次
つ ぐ

　

がんばる人みっけ!!

根室市の人口
令和元年6月1日現在の人口 （前月比）

世帯数： 12,629世帯（ ＋  1）
総人口： 25,653 人（－30）
男　性： 12,253 人（－30）
女　性： 13,400 人（±  0）

※外国人を含む
転入： 60 人 出生： 15 人

転出： 63 人 死亡： 45 人

その他の増減：＋3 人

……… 編集後記 ………

　
「
ど
ん
な
試
合
で
も
手
を
抜
か
ず
全

力
で
や
る
の
が
自
分
の
信
条
」
そ
う
語

る
の
は
、
今
年
で
77
歳
と
な
る
今
も
全

日
本
軟
式
野
球
連
盟
の
公
認
審
判
員
と

し
て
活
躍
す
る
酒
井
信
次
さ
ん
で
す
。

　
酒
井
さ
ん
が
審
判
員
と
し
て
は
じ
め

て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
っ
た
の
は
昭
和
48

年
、
高
校
の
同
級
生
と
結
成
し
た
軟
式

野
球
チ
ー
ム
「
根
室
同
期
会
」
に
所
属

し
た
と
き
の
こ
と
で
し
た
。
当
時
、
根

室
軟
式
野
球
連
盟
に
は
確
た
る
審
判
部

が
な
い
時
代
で
、
30
歳
だ
っ
た
酒
井
さ

ん
は
捕
手
や
一
塁
手
と
し
て
活
躍
す
る

中
、
審
判
員
と
し
て
も
試
合
に
出
場
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、
審

判
員
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
っ
た
小

坂
さ
ん
と
い
う
審
判
に
出
会
い
、
そ
の

公
正
で
毅
然
と
し
た
姿
に
憧
れ
を
抱
い

た
酒
井
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
に
北
海
道

軟
式
野
球
連
盟
の
２
級
公
認
審
判
員
資

問合先　市温水プール　☎（22）3543 番

と  き ７月15日（月・祝）
じかん  ９時30分˜16時30分

海の日無料開放 ＆

プール祭り　　

来てくれた人みんなに
　　景品が当たるよ！

　私たちが日常で使用している水がどこから来て、ど
こへ行っているのか、あなたはご存知でしょうか？　上下水道関連施設を巡り、水について考えます。

　海の日にちなみ、温水プールを無料開放します。

プール祭りもあわせて開催します。多くの皆さんの

お越しをお待ちしています！！

申込・問合先　市総務課広報広聴担当
　　　　　　　☎（23）6111 番　内線 2213

日　時　７月 28日（日）９時～ 12 時

対　象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
参加料　100 円（保険料として）
コース　浄水場、下水終末処理場 (MICS 施設 )、
　　　　牧の内ダム　

市政ウオッチングねむろ

水処理施設巡りコース

　

今
月
の
表
紙
は
運
動
会
で

す
。
こ
こ
最
近
の
市
内
小
学
校

の
運
動
会
は
６
月
上
旬
開
催
で

し
た
が
、
今
年
、
我
が
子
の
通

う
小
学
校
は
６
月
下
旬
の
開
催

で
す
。
６
月
上
旬
は
ま
だ
ま
だ

寒
く
震
え
な
が
ら
応
援
す
る
こ

と
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
開

催
が
遅
く
な
る
こ
と
で
暖
か
い

運
動
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
T
）

海 辺 の 生 き も の 観 察 会
　春国岱の干潟にいる生きものを観察します。生きも
のの特徴や干潟の環境が果たす役割について地元の漁
師さんのお話もあります。ぜひご参加ください。
日　　時　８月４日（日）　９時 30 分～正午
対　　象　小学生～おとな（小学生は保護者同伴）
定　　員　２０名
参 加 料　１００円（保険料として）
申込期限　８月 1 日（木）まで
申込・問合先　春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター
　　　　　　　☎（25）3047 番


